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省エネアクト for ゼロカーボンキャンパス NU2024 

令和６年４月１日 

名 古 屋 大 学 

１．基本方針 

東海国立大学機構では、キャンパスのエネルギー消費削減を推進し、カーボン

ニュートラル社会の実現に向けた取り組み姿勢を地域社会へ積極的に示す。そう

した取り組みの指針である「省エネアクト for ゼロカーボンキャンパス」の下

に、大学全体として構成員によるエネルギー使用の合理化を推進する。 

本学のエネルギー消費量は、名古屋市の業務用事業者で突出して多くなってい

る。また、省エネ法によりエネルギー消費原単位※を年平均１％以上改善するこ

とが求められているなか、2023 年度は構成員の大きな協力があり前年度に比し

て名古屋大学の主要３団地では電気・ガスの総エネルギー使用量を 0.3％(12 月

時点)削減することができた。 

「キャンパスマスタープラン２０２２」ではエネルギー消費由来の二酸化炭素

排出量を２０３０年度までに総量ベースで５１％削減（２０１３年度比）する目

標を掲げており、この目標の達成に向けて構成員の一人ひとりが省エネルギーへ

の意識を高め、主体的に取り組んでいくことが重要となる。また、近年の光熱費

高騰によりキャンパスの省エネへの要請は一層強くなっている。 

そこで、本年度の省エネ・節電活動では、これまでの地道な取組みの徹底を継

続するとともに、施設整備による省エネ・節電対策にも重点をおいて活動を行う。 

２．取り組みの対象・実施期間 

対  象：本学の全てのキャンパス 

実施期間：令和６年４月１日(月) ～ 令和７年３月３１日(月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年夏のエネルギー使用量は、猛暑と建築面積の増加がありながら構成員の

皆さんの努力によって大学全体では一昨年と同程度に押さえました。 

一方で、エネルギー料金は高騰した状況が続いています。 

光熱費の高騰が教育・研究に与える影響を少しでも回避できるよう、より一層 

の発想力と行動力を以て省エネ推進にご協力ください。 

活動成果と今年度の展望 

令和５年度における本学のエネルギー消費実績は、総エネルギー使用量で前年度に

比べて大学全体で０.３％(12月時点)減少しました。年間光熱水費は総額約２８億円

(１２月時点)で前年度に比べて約２０％減少となり、令和６年度の電力料金は、総合

的に見て昨年度末と同程度の価格帯になると予想されます。 

※エネルギー使用量を建物延床面積で除した単位面積当たりのエネルギー使用量 


















